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渋谷区の計画と本計画の設計範囲
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青：本計画設計範囲

　渋谷区の発表によると、新駅舎の高さは上図断面計画にある様に東棟約 230m・中央棟約 61m・西棟約 76m で、敷地は現在の渋谷駅

の位置よりも南側にセットバックするかたちとなる。

　渋谷駅中心地区基盤整備方針（渋谷区 / 平成 24 年 10 月発表）の基盤整備の目的の項には、渋谷のまちの将来像として「世界に開かれ

た生活文化の発信拠点”渋谷”のリーディングコア―広場・坂・路面店を生かした、めぐり歩ける、環境と共生するまちを目指して―」とある。

それに基づいた整備内容として、駅施設においては山手線・埼京線ホームの並列化・島式化や東京メトロ銀座線ホームの島式化、コンコー

スの拡充。歩行者ネットワークにおいては多層な都市の歩行者動線を地上へつなぐアーバン・コアを各街区の開発を活用した整備、鉄道、

駅前広場、国道 246 号、各街区の開発等を活用した歩行者デッキ・地下通路の整備、谷地形をフラットに繋ぐ東西方向のスカイウェイの

整備など、具体的に書かれている（下図）。

　特に歩行者ネットワークにおけるアーバン・コアと呼ばれる上下の動線や歩行者デッキなど、この計画には坂倉準三による渋谷再開発
計画’ 66 が色濃く反映されていることが窺い知れる。

アプリスケープ― 渋谷再開発計画’ 12－
12611006 加藤真友

CONCEPT 現在の渋谷駅を継承した、「コト」との出会いの場となる新しい渋谷駅の提案
　渋谷駅の歴史を辿ると、現在のような状態になるまでに増改築がたびたび繰り返されてきたことが分かる。乗り入れ路線の増加やそれに
伴う利用者の急増、そしてその当時の社会背景などを反映して次々と増築されていったその姿は生き物のようでもあり、その増殖の痕跡は
現在の駅舎の中でも数多く見つけることが出来る。また、この増殖は自然発生的に駅の内部に地上レベルを一周する環状のルートと地上と

２階をつなぐ環状のルートの、二つのリングを生み出した。これにより、渋谷駅を彷徨い歩いているといつの間にか同じところに出てきて

しまうという不思議で、誰でも一度は経験したことがあるような体験が引き起こされているわけだが、逆にこの二つのリングがあるからこ

そ増殖過程の色濃く残る複雑な駅構内でも、1日 280 万人とも言われる渋谷駅の利用者をうまくさばくことが出来ているということが分かっ

た。

　そして、現在地上部分に現れているの渋谷駅と呼ばれる建築群を形作っているのは、東急東横店西館、跨線橋、渋谷駅西口ビル、山手線ホー

ム、埼京線ホーム、東横線ホーム、東急東横店東館、マークシティである。そのうちマークシティを除く建築物の取り壊しが今回の計画で

は決定している。

　現在、渋谷駅周辺地区再開発事業という計画が進行している。2026 年を目標に、渋谷駅の超高層ビルへの立て替えを含めた、合計 5

本の超高層ビルが周囲に建設される予定だ。確かに現在の渋谷駅は増改築を繰り返した結果、非常に複雑だ。しかし私はこの様々な断

片が寄せ集まって出来上がったような現在の渋谷駅が好きだ。駅はまちの顔であり、導入である。現在の駅舎は、渋谷のまちのいろい

ろなものが集まってきて生み出されるあの勢いやにぎやかさを、偶然にも上手く表象しているように思える。逆に、超高層ビルという

言葉から想像する整然とした空間に、どこか渋谷のまちへの入り口としては違和感を感じる。

　渋谷駅は 1日に約 280 万人もの人が利用するとも言われる、日本第 2位の巨大な駅である。1885 年に貨物線の停車駅として新設され

た当時 1日 0人だった利用者が今日に至るまでの増加に合わせて、渋谷駅舎は何度も増改築が繰り返されてきた。例えば玉川砂利電気

鉄道が貨物路線から通勤のために人を運ぶようになったり、流行の最先端となってたくさんの人を集めるようになった渋谷のために、

多くの路線が乗り入れるようになったり。時代の流れや利用者のニーズに合わせ、渋谷駅は常に新陳代謝を行っている。つまり、渋谷

駅は渋谷の人々の欲望を反映してきた場所ということになる。

　そんな渋谷駅を構成する建物の大半を設計したのが、建築家・坂倉準三である。コルビュジエに師事しモダニズムの時代に活躍した

坂倉は、渋谷の他にも新宿や池袋といった日本を代表する都市の駅周辺の空間を多く手がけている。また、坂倉は渋谷駅だけではなく

渋谷再開発計画’66などの都市計画的提案も行っていた。その内容から、同時代の建築家の多くが自己主張の強いデザインを手がけるなか、

坂倉はそういった流れに反した、匿名的な提案ーまちの新陳代謝におけるひとつの方向性のみを掲示していたことが分かる。それは、
あるルールの設定をすること自体が建築家の職能のひとつとして考えられる様になった現在にも通ずるものがある。つまり、既に渋谷

のまちには通奏低音のように、現在を先取りした坂倉の考え方が流れている。そこで、坂倉の考え方や空間の断片を取り込みつつ、現

在の建築への要求や渋谷のまちの欲望を統合して設計を進めることを考えた。

　では現在の渋谷のまちの欲望とはなにか。渋谷は銀座線の登場以降、長い間新しいライフスタイル・文化の発信や最先端企業の輩出

など、情報発信のまちとして栄えてきた。その「最先端」を求めて、多くの人が渋谷を訪れる。マスメディアの時代、渋谷はモノとの

出会いの場所だった。東急百貨店のようなデパートに始まり、パルコの登場によるファッションの流行。しかしそれはマスメディアか

ら携帯電話などのパーソナルメディアの個の時代へ移り変わるとともに、モノからコトへと変わっていった。コギャルやヤマンバと呼

ばれるメイクやライフスタイルの文化から徐々に移行が始まり、現在ではサッカーの試合のあとにスクランブル交差点にたくさんの人

が集まるような、コミュニケーションやその場での一体感などの｢コト｣に出会うことへと、渋谷を訪れる目的は変化している。
　物流の発達により、どこでも同じようなものを手にすることが出来る時代、激化する都市間競争において突出するには、このように「コ

ト｣と出会うまちだということを大きく打ち出していかなくてはならない。

　そこで、現在の渋谷駅を継承した、｢コト｣との出会いの場となる新しい渋谷駅の在り方を提案する。
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西側 2F 通路の結節点。

マークシティと駅をつなぐデッキを流

れていく人を眺めることが出来る。

東側 2F 通路の結節点。

開口は目の前の通路を透かして渋

谷川に向けてあいている。川沿い

になにかが発生する種をまく。

銀座線が目の前を横切って

いくのを楽しめるヴォイ

ド。

他の場所ではあまり見れない視点

の提案。国道 246 号をを楽しむ。

渋谷のサブカルポテンシャル。

明治通沿いは、シブヤヴォイドの影響を受け

てものが出来ていくエリア。

建物は既に出来上がった感があるので、その

上部に広告などが出来ていくのではないか。

西口方面は、シブヤヴォイドの影響

を受けて建物が出来ていくエリア。

現在は比較て小さな建物が多いので、

看板よりは目立つ建築が建ちそう。

ゆっくりする人が多くなりそうな場

所。スクランブル交差点や巨大ビ

ジョン、ハチ公広場を一望出来る。

東急プラザ跡に建つ超高層ビルの在

り方に大きな影響を及ぼすヴォイ

ド。距離が近いので、プロジェクター

でプラザ跡ビルになにかを投影した

り、ビル側に巨大ビジョンが設置さ

れたりする可能性もある。

ヒカリエのクリエイティブ 8の展

示と連動する広告空間の可能性。

手前にあるビルより高い階でないと 109 は見

えない。逆に 109 以外も、いろいろ視界に入っ

てくる。商業性の高い方向なので、109 を利用・

連動した看板などが登場しそう。

INFLUENCE 影響

アーバンコアとシブヤヴォイドはま

ちを取り込み、発信する装置である。

そこからの視線を受けて、まちには

新たに建物が建ったり、広告が作ら

れたり、目を引くような新しい工夫

が広がったりする。

駅ビル自体は変化しないが、取り込

まれてくる風景は日々更新される。

更新されたものには利用者の目も向

きやすい。それに気付いた利用者は、

それが広告であればネットで商品を

検索してみるかもしれないし、それ

が建物なら直接行ってみるかもしれ

ない。

そうすることで、周辺にどんどん

とにぎわいが波及していく。

さらにアーバンコアに取り込まれる

風景は変わる。

そうした相互作用で、駅は渋谷のま

ちの活性化を促すひとつの装置とな

る。活性化はシブヤヴォイドの開口

が向いている場所からどんどんと始

まり、駅はまちの新陳代謝における

隠れたルールとなる。

まちの新陳代謝の隠れたルール

駅が出来てからの渋谷のまちをデザインする

各階のアーバンコアの形状は、シブヤヴォイドの開口の位置によって決まる。そのアーバンコアの中心とシブヤヴォイドの開口を結んだ線に合わせ

て、アーバンコアの壁面に開口を設けることとした。またその線の内側は商業空間における通路とし、その通路を基準として店舗割りも行った。そ

うすることにより、アーバンコアから渋谷のまちまでが障害なく視線で結ばれることになる。

　まちを見る視線にはふたつの種類がある。

　ひとつはアーバンコアを利用する人がまちを見る視線。これはアーバンコアが動線空間を担っていることから、比較的とどまる時間が短く、たく

さんのものの中から興味があるものを探し出そうとする視線である。

　もうひとつはシブヤヴォイドで待ち合わせや休憩をしている人の視線。シブヤヴォイドは滞留空間を担っているので、ここでは比較的長くとどまり、

細部まで気付く可能性のある視線である。

　このふたつの視線が見る先には、広告的・美観的価値が発生する。具体的には広告用の看板が立ったり、目を引くような建築が出来たり、遠く

からでも目立つようなイベントが行われたりということが想定される。

　駅が出来ることによって、シブヤヴォイドの開口とその先に見る・見られるという関係が生まれ、価値が創出された見る先にはなにかしらの反

応が起こる。その反応により見る先にはさらに多くの視線が集まって価値を生み、次第にそれは周囲へと波及していく。

　このように見るという行為によって、経済活動が促され、周囲に広がっていくことで、まち自体ににぎわいが創出される。

アーバンコアからの視線

シブヤヴォイドからの視線

SHIBUYA VOID シブヤヴォイド

消える渋谷駅の「記憶」と「記録」

東急東横店西館

SV-01

東横線かまぼこ屋根

SV-02

東急東横店東館

SV-03

渋谷駅舎ファサード

SV-04

東口通路

SV-05

跨線橋

SV-07

埼京線連絡通路

SV-08

東急東横店西館北側壁面

SV-09

東急文化会館屋上

SV-11

クセナキス

SV-12 SV-14

東急会館ピロティ

西口ビルのタイル

SV-06

SV-10

初代渋谷駅舎

SV-13

２代目渋谷駅舎

SV-15

東口連絡橋

　シブヤヴォイドの主な用途は待ち合わせ場所である。必ず駅とまちの境界面に接して存在し、閉じた箱に

開口をあけ、駅の内と外、そしてリアルとバーチャルを結びつける。

　渋谷の待ち合わせ場所というとハチ公が有名だ。ハチ公広場からは Q-FRONT もよく見えるため、そこに

集まっている人々のほとんどはその巨大ビジョンを眺めるか携帯電話の画面を見つめている。

　現在を生きる私たちの生活は、リアルとバーチャルを行き来している。さらに言うと、ハチ公広場で待ち

合わせをしている人々が巨大ビジョンや携帯電話を眺めていることがほとんどであるように、目的となる行

動と行動の隙間はバーチャルとの親和性が高い。過去とネット空間というバーチャルと現実空間を結びつけるた

めに、シブヤヴォイドは現実世界に気を取られないような、待ち合わせ場所という名の空っぽの箱として存在する。

　また災害時には、一時避難場所として機能する。渋谷駅内にはまとまった広い空間というものがほとんど存在

しない。そこでシブヤヴォイドの周囲には災害時用倉庫を設けて食料や水・毛布などの備品を収納し、災害時に

は交通機能が回復するまでの間に一時避難場所として解放する。

　シブヤヴォイドは、待ち合わせ場所と一時避難場所のほかに、消えていく現在の渋谷駅の空間性を物理的

に新渋谷駅舎に継承（記録）する存在でもある。現在の渋谷駅の印象的な空間や利用者なら無意識のうちに

記憶の底に刷り込まれているようなテクスチャのようなものまで、様々なカタチで新渋谷駅舎に過去の渋谷駅

の断片を埋め込んでいく。また、携帯電話の画面を介してそのシブヤヴォイドの本来の姿である過去の写真をみ

ることが出来、空間性だけではなく体験的にも過去と現在を結びつける。（記憶）

滞留空間

URBAN CORE アーバンコア 動線空間

各フロアの形状とそれを積層してつなげたカタチ

　渋谷区によると、アーバンコアとは多層な都市の歩行者動線を地上へつなぐ垂直動線の空間である。すでに 2012 年に完成した渋谷ヒカリエにも導入されている。このアーバ

ンコアでは、地下鉄から地上部分までの換気の機能も担っている。

　アーバンコアの考え方は、坂倉準三の渋谷再開発計画’66 において既に示されている。そこではアーバンコアではなく「シャフト」とされているが、人道ー地下道ーアルケード（ペ

デストリアンデッキ）をつなぐ、と書かれている。

アーバンコアとまちの関係

　本計画においてはその動線空間としての用途に加えて、アプリ

ケーション時代の建築空間としての「見える化」の役割を付加して

いる。アーバンコアの内部からまちまでを視線でつなぐ開口がいく

つも開いていることにより、様々なまちの断片が一度に内部に現れ

る。それにより、利用者は様々なまちの景色を眺めながら移動する

ことで興味を持つものを見つけ、駅内部だけで行動を終わらせるの

ではなく、まちにまで足を伸ばす様になり、ひいてはまち全体の活

性化に繋がっていく。

アーバンコアと駅ビル店舗との関係

　アーバンコアには、内部とまちをつなぐ開口のほかにも、アーバ

ンコアと駅ビル内にある店舗とを視線で結ぶための開口も設けられ

ている。そこではスマートフォンのアプリ等を使って、例えばイベ

ントへの参加を募ったり、飲食店で取り扱っている食材の産地を調

べることが出来たり、漫画喫茶やホテルの空室状況を知ることが出

来たりする。

積層した四角形のそれぞれの辺を二次曲面でつなぐ

渋谷ヒカリエのアーバンコア

渋谷再開発計画’ 66　シャフト

アプリがアバーンコアと駅ビル店舗をつなぐ

　　　　　　　 動線　　　     　開口　　　シークエンス　　　　　

　               　アーバンコア　シブヤヴォイド　　軸線

　   見える化　 閉じたシステム　開いたシステム　現実空間の熱狂

現在の渋谷駅の空間の継承

アプリケーションの時代の建築空間

RELATION 関係性
　渋谷駅という箱のなかで、現在の渋谷駅の継承とアプリケーション時代の建築空間の融合を目指す。

そこで、坂倉ルールとして設定した①「全体の調和」としての動線②「周囲との調和」としての開口③「人

間の住む機械」としてのシークエンスにそれぞれアーバンコア、シブヤヴォイド、軸線を当てはめた。

同様にアプリ建築として定義した、①ブラウザビリティ②閉じた動線体③開いた動線体④現実空間の熱

狂をそれぞれアーバンコア、シブヤヴォイド、軸線に当てはめた。

　アーバンコアにおいては、壁面にあいた開口がブラウザビリティ、内部にあるエスカレーターが動線、

そしてアーバンコア内で完結する動線自体が閉じた動線体を担保する。

　シブヤヴォイドにおいては、まちに向かって開く開口が周囲との調和としての開口と敷地の外を内

側に取り込む開いた動線体を、さらに消えていく渋谷の記憶を担う。

　軸線においては、アーバンコアからまちまでを貫く視線が人を主体とするというシークエンスを、

実際に変化する視線の先が現実空間の熱狂を表している。

アーバンコア

開口：見える化
エスカレーター：動線

内部で完結する動線：閉じたシステム

シブヤヴォイド

開口：周囲との調和

敷地の外を内側に取り込む：開いたシステム

消えていく
渋谷の記憶

軸線

アーバンコア
シブヤヴォイド

渋谷

人が主体となる：シークエンス

生じる変化：現実空間の熱狂

DEFINITION それぞれの要素について
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西側 2F 通路の結節点。
マークシティと駅をつなぐデッキを
流れていく人を眺めることが出来る。

東側 2F 通路の結節点。
開口は目の前の通路を透かし
て渋谷川に向けてあいている。
川沿いになにかが発生する種
をまく。

他の場所ではあまり見れない視点の
提案。国道 246 号をを楽しむ。渋谷
のサブカルポテンシャル。

ゆっくりする人が多くなりそうな場所。
スクランブル交差点や巨大ビジョン、ハ
チ公広場を一望出来る。
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特定の場所ではなく、アーバンコアやシブヤヴォイドで行きたいと

ころを見つけるという行為自体が渋谷のまちとして体験される。

SHIBUYA まちのアイデンティティ
　都市間競争はますます激化していくばかりである。そんななかで、どのように他のまちと差別を図るかが重要になってくる。

　もともと渋谷は個性のあるまちだが、駅ビルによる見えないルールによって急速に更新されていく様は、渋谷のまちの個性を

さらに確固たるものにする。

COMMUNICATION TOOL 付加情報の可能性

大学生　21 歳

ヴォイドで待ち合わせって言ったけど、

Ｂ子は遅れるのか…

ヒマだからここから見えるお店の

クーポン探しちゃおう

ごめん待たせちゃった！

大丈夫

どうしよっか？

クーポンGET したからこのお店行こうよ

Ａ子、いつもこうだよね

だって渋谷だもん！

　現実世界の情報にネット空間から情報を付加する技術は日々進歩している。それらが待ち合わせ場所であり、リアルとバーチャルを結ぶ場所でもある

シブヤヴォイドと結びついたとき、新たな可能性が開けるのではないだろうか。

→ → → →

URBAN CORE 駅の利用者とまちをつなぐ

普段は通過してしまう渋谷駅

会社員　34 歳

今日は乗り換えだ 窓が開いてていろいろ見えるんだ… おや、あれはなんの建物だろう？ ちょっと行ってみよう！

　アーバンコアの本来の役割は、窪んだ地形によって複雑になった駅構内やその周辺の動線を縦につなぐことである。

　しかし、東横線と副都心線が相互直通になることにより、渋谷駅はターミナルでなくなる。そこでシブヤヴォイドの開口によってアーバン

コアの内部にまち野情報を取り込むことで、通過してしまう利用者が駅の外に興味を持ち、まちへ下りていくことも期待している。

→ → → →

SHIBUYA VOID リアルとバーチャルをつなぐ

毎日使う渋谷駅

会社員　57 歳

最近ひとつ気になってることがある あのヴォイドの壁の感じ…

何かを思い出すんだよな

あっ、もしかして！ 来てしまった…

やっぱりそうだったのか！

懐かしい、昔デートで使ったな ほかにもいろいろあるのか

せっかくだから全部制覇してみよう

　バーチャルといっても、それはネット空間だけではない。私たちの持つ記憶や無くなってしまう建築

空間を写し取ったシブヤヴォイド（記録）も、質量を持たないという点においてはバーチャルな存在で

ある。

　私たちの生活は、リアルとバーチャルを行き来している。さらに良く振り返ってみると、目的となる

行動と行動の隙間はバーチャルとの親和性が高い。たとえば友人と会う約束をして待ち合わせ場所に着い

てから相手が来るまでの間。たとえば電車のホームで電車がくるのを待つ間。私たちはおもむろに携帯電

話を取り出してはネットの波に一時身をゆだねたりする。シブヤヴォイドの主な用途は待ち合わせ場所で

ある。目的の狭間のこの空間は、日常生活と記憶・記録・ネット空間を結びつける。

→ → → → →→

PEOPLE 体験する
 　一見バラバラの様に見える要素を繋ぎ止めるのが、渋谷にあふれる人で

ある。

 　しかし、全ての人がこの大きな流れの全部を体験する訳ではない。ある

人は途中から入ってきて、ある人は途中で抜けていく。そういった様々な

断片のような体験が集積して、今回の渋谷駅の計画、ひいては渋谷のまち

の全体像が形作られていく。

EXPERIENCE 体験 STATION 「コト」と出会うまち


